基本組織は、衛生医療評議会・女性部・青年部とも可能な限り連携して進めてください。
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各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様
自治労北海道本部

執行委員長　大　出　彰　良
（公共サービス政策部・女性部・青年部）

診療報酬における夜勤月平均72時間要件堅持を求める緊急要請について
　連日のご健闘に、心から敬意を表します。

　2016年度の診療報酬改定は、年末から年明けにかけて議論の大詰めを迎えます。日本病院会や全日本病院協会、日本医療法人協会などが加盟する日本病院団体協議会は、「夜勤72時間ルールの見直し・撤廃緩和」を求めており、議論の行方に注目が集まっています。

　夜勤は、看護師が働くうえで欠かすことができない勤務形態です。夜勤の負担が少なければ、看護師は働き続けることができ、安定的に医療を提供することができます。また、看護師の多くは女性（男女比1:13）であり、全就労女性の実に20人に１人が看護師で、妊娠出産、子育てを機会に離職が多く見られ、具体的なきっかけに夜勤があります。看護師の働きやすい職場をつくることは、これからの女性の労働環境を整えることであるともいえます。

　看護師の夜勤の制限に関して自治労は「看護師一人月64時間」をもとめ、法整備に取り組んでいるところです。しかし現在のところ「診療報酬」の月平均夜勤72時間要件が、夜勤回数の上限を定めるものとなっており、この上限制限の撤廃・緩和は、看護師の離職をさらに促すだけでなく、潜在看護師の再就職の妨げになります。さらに2011年から厚生労働省が看護職員等が健康で安心して働くことができる環境整備として取り組んだ「看護師等の『雇用の質』の向上のための取り組み」に逆行するものです。

 　道本部としても、安心・安全な医療提供のため、看護師の離職防止と、働く環境整備のため、緊急要請行動を行うことします。各地方本部、単組・総支部におかれましても、基本組織のみならず補助機関などと連携し、積極的な取り組みをいただきますようお願いします。
記
診療報酬における夜勤月平均72時間要件堅持を求める緊急要請書
　１．取組期間　　2015年11月25日（水）道本部必着
　２．対　　象　　各地方本部、単組・総支部、補助機関（衛生医療評議会、女性部、青年部など）可能な限り多くの単位で実施してください。
３．集 約 先　　道本部公共サービス政策部（兼村・岡）
（〒060-0806　札幌市北区北６条西７丁目　北海道自治労会館２階）
４．その他　　①各単組・総支部は、集約した要請書に＜別紙＞の報告書を添付して
集約願います。
　　　　　　　　　②道本部ＨＰの「組合員専用ページ」に、本発文を貼り付けていますので、ご活用ください。
＜別紙＞　　集約先：道本部公共サービス政策部（兼村・岡）
「診療報酬における夜勤月平均72時間要件堅持を求める
　　　緊急要請書」報告
【報告日　　　月　　　日】　　
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